
 ※事務局記入欄 

№ 7 

【様式２】 

エントリー学校名： 

福岡県立戸畑高等学校 

活動名：  感動が繋ぐオンライン学習 

～計量分析×カリマネ＝安心の 214～ 

解決すべき課題： 

４月初旬臨時休業中コロナ禍の対応のため、「今、自分たちがどこにいて、どこに向かうのか」を知るため、カリキ

ュラムマネジメントの分析図（田村 2014 他）を活用して、「誰でも、すぐにはじめられる」オンラインの学びの

導入を模索した。しかしながら、当時、オンラインでは、極端に生徒の様子を見取るリソースが不足していること

がわかったため、速やかに新たな計測手法を講じながら導入を超短期で進める必要があるとの課題が判明。 

（参考・引用文献）田村知子 「ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ－学力向上へのｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ」日本標準, 2014  

目標・方針： 

市場分析等で活用されるﾜｰﾄﾞﾏｲﾆﾝｸﾞによる計量分析を導入し、授業後のｵﾝﾗｲﾝﾘﾌﾚｸｼｮﾝ※１の自由記述を

匿名化しﾃﾞｰﾀ化させ、ｵﾝﾗｲﾝ学習導入日と１週間後の生徒の意識と学びに向かう姿勢をﾏｸﾛに比較し、エビ

デンスベースのｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ分析を超短期で２回実施し、「目標をもった緊急時のオンライン学習」を導

入・継続するという教務経営を行う。 ※１ﾍﾟｰﾊﾟｰﾍﾞｰｽのﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄによるふり返りは H29 導入済 

活動内容：  

４月１５日から 進路部情報広報課によるﾊｰﾄﾞ面の整備と教務部によるｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、３日で 18 回の

両部主催のｵﾝﾗｲﾝ配信研修会、情報ｾｷｭﾘﾃｨｰの策定を行い、緊急プロジェクトとして開始 

４月２１日 ”ちょっとだけ双方向オンライン学習”を全学年で一斉スタート。 ⇒計量分析 

４月２７日  ２回目の計量分析実施。匿名化処理したデータによるトレンド分析と生徒の学びの劇的な

肯定的変容を数値化⇒エビデンスベースのカリキュラム・マネジメントの２回目実施。 

 

 

 

５月１８日  オンライン学習終了、分散登校→一斉登校 

６ 月 ２日  再度感染拡大に伴い速やかに分散登校を実施。ｵﾝﾗｲﾝと対面のハイブリッド型で随時対応。 

７月３１日  オンライン終業式、生徒会引継ぎ式、体育大会結団式を校内で実施。生徒達がオンライン 

で語り、すぐに教室にその「想い」は伝わる。「感動」がオンラインと対面をシームレスにつなぐ！ 

活動の成果： 

ワードマイニングによる計量分析を通したエビデンスベースのカリキュラム・マネジメントは、情報が極端にすくなか

った臨時休業中に能動的な教務運営を可能になり、約１月で２１４講座のオンライン学習へとつながった。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

・ワードマイニングによるエビデンスベースのカリ・マネを４月の緊急時に実施し、学びを止めることがなかったこと。 

・対話(※２)による学びをあきらめないという目標をもった持続可能な教務運営ができたこと。 

・教員の協働性が発揮され、持続可能で、ハイブリッドでしなやかなオン・オフの授業展開が可能であったこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同期型双方向授業を継続・加速させ、「『”対話(※2)による学びをあきらめない”「誰でも、いつでも」可

能なｵﾝﾗｲﾝ授業』という、持続可能な目標のある学びの保障を行い続ける」教務方針を決定。 

〇ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽﾍﾞｰｽの緊急ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(第 1回・2回)分析 

１回目 R02.4.18 

ﾏｸﾛに「見取る」。 

学びに向かう力の 
肯定的な変容を 

「孤」

し、 

ｼｰﾑﾚｽ

より 

〇カリ・マネを支えた による数値化されたエビデンス 
 




